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 課題研究への取組   

～「アジアの中での共生」をテーマとして～ 

         県立成田国際高等学校 

 

１ はじめに 

本校（各学年普通科５クラス・国際科３ク

ラス）は、①外国語教育（英語教育の充実と

第二外国語［中・韓・仏］）、②海外姉妹校と

の交流（短期留学・修学旅行）、③外国にルー

ツをもつ生徒（外国人入学者・留学生）の受

け入れ等、国際高校として独自の教育活動を

行ってきた。 

平成27(2015)年度からは、文部科学省スー

パーグローバルハイスクール（SGH）の指定を

受け、１・２年生全員が共通テーマ「アジア

の中での共生」のもと、《多文化共生》《観光》

《教育》《環境》の４分野から独自にテーマを

設定し、課題研究に取り組んでいる。 

 

２ 課題研究の概要 

 課題研究は学校設定科目で、１年次の「課

題研究基礎」と２年次の「課題研究発展」が 

１単位・必修科目、３年次の「課題研究活用」

が２単位・選択科目となる。 

１・２年次の課題研究は、問題意識や興味

を共有するメンバーの協働作業によって進め

られ、主体的・対話的な学びを体験すること

で、現代社会に対する問題意識と教養を深め

るとともに、次の七つの資質・能力が高まる

ことを目指している。 

①課題発見・問題解決能力 

②論理的思考力 

 ③コラボレーション能力 

 ④コミュニケーション能力 

⑤企画力 

⑥異文化受容性 

 ⑦日本文化理解・発信 

 また、課題研究の２年間の流れは、以下の

とおりである。 

 

 

 

３ 教材開発、フィールドワーク、課題研究

テーマ、評価等 

⑴ロールプレイ教材の開発（1 年次） 

「ペナン島とグローバリゼーション～進む

べき未来を考える～」を開発した。マレーシ

アのペナン島の未来について、工業化、リゾ

ート開発、ジョージタウンの世界遺産認定、

伝統的な漁村等の側面から議論する。生徒は

六つの立場（①大資本、②飲食チェーン店、

③ペナン・ヘリテージ・トラスト［NGO］、④

零細漁民、⑤地域住民、⑥政策委員会）に分

かれ、利害関係について議論を行うものであ

る。社会問題について多角的に考え、それぞ

れの立場から相手に分かりやすく伝えること

を目的とした。事前ガイダンスの際には、教

員によるデモンストレーションも行った。 

① グローバル化と現代の課題（4月～6月）

② 国内フィールドワーク（9月）

③ テーマ設定（10月～11月）

④ 情報収集・分析（12月～1月）

⑤ 中間発表（2月）

⑥ 問題点の再検討（4月～6月）

⑦ ミニポスター発表（7月）

⑧ 海外フィールドワーク（8月・希望者）

⑨ 発表準備（9月～10月）

⑩ 最終発表会（11月）

⑪ 代表グループ発表（1月）

⑫ レポート提出（2月）

〈1年次〉

〈2年次〉
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⑵国内フィールドワーク（１年次） 

生徒全員が参加する国内フィールドワーク

は、《多文化共生》《観光》《教育》《環境》の

各テーマに基づく８コースを設定している

（９月に実施）。国内フィールドワークの事前

に研究グループの編成を行い、事後の報告会

を経て、10月より本格的な研究活動が始動す

る。 

 

 

東京ジャーミィ 

⑶海外フィールドワーク（２年次希望者） 

２年生の希望者10名程度が９泊10日でマレ

ーシアのクアラルンプール及びペナン州に滞

在し、各自の研究テーマに沿って実地調査を

行う。事後には研究成果をレポートにまとめ

たり、外部の発表会に参加する者もいる。主

な訪問先と活動内容は次のとおりである。 

 

 
開発公社にて       ペナン消費者協会にインタビュー 

⑷課題研究テーマ（代表グループ） 

２年次11月の最終発表で選出された優秀グ

ループは、１月の SGH 研究発表大会において、

来場者・全校生徒の前で代表発表を行った。

以下は、そのテーマ一覧である。 

⑸生徒の自己評価 

２年次のレポート提出後に、２年間の課題

研究の成果について、ルーブリック自己評価

票により４段階で評価をさせた。集計結果は

次のとおりである。（４が最高評価） 

 

地方部公立学校（SMS Sungai Pelwk）
ブルーモスク
都市部私立学校（Seri Cahaya School)
商業施設（AEON Mall Shah Alam）
市内フィールドワーク（B&Sプログラム）

自然環境漁業調査（鳥類保護地区）
民泊体験（スンガイ・アチェ村）
沿岸漁民福利教会（PIFWA）  植林センター

観光開発調査（ペナン・ジョージタウン市内
フィールドワーク）
観光地調査（ガーニープラザ）
漁民調査（スンガイ・パトゥ村）

クアラルン
プール

および近郊

ペナン
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